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平成22年度実績�

介護サービス費は前年度より約1億円増の�

　
関
川
村
の
総
人
口
に
占
め
る
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
数
の
割
合
は
、
平

成
二
十
三
年
三
月
末
現
在
で
三
四
・
六
％
―
。�

 

そ
の
う
ち
、
介
護
認
定
を
受
け
た
方
は
、
前
年
度
（
平
成
二
十
一
年
度
）

か
ら
十
五
人
増
の
四
百
二
十
八
人
。
高
齢
者
の
う
ち
約
十
九
％
が
認
定
さ
れ

て
い
る
状
況
で
、
年
々
伸
び
て
い
る
高
齢
化
率
に
比
例
し
て
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
中
度
者
（
介
護
度
２
・
３
）
の
方
が
最
も
多
く
、
全

体
の
四
八
・
四
％
を
占
め
て
い
ま
す
。�

 

ま
た
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
は
八
億
二
千
七
百
三
十
万
円
。
認
定
者
一
人
あ

た
り
約
百
九
十
三
万
円
と
な
り
ま
し
た
。�

介
護
保
険
の
状
況� 8億2千万円超�8億2千万円超�
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◆調査の目的�
　村では、第５期介護保険事業計画を作成するにあたり、

年々、要介護認定者が増加し、かつ重度化している現状

を踏まえ、地域で生活している高齢者のニーズ等を把握�

・分析することを目的に、村内の65才以上高齢者（要

介護３以上を除く）全員にアンケート調査を実施しまし

た。アンケート結果の一部を紹介します。�

１）家族構成�

　調査では、ひとり暮らしの高齢者が188人と全体
の9.4％を占めました。今年のような豪雪になると、
除雪も大変ですが、買�
い物や安否の確認など、�
地域の力を借りなけれ�
ば高齢者の安心・安全�
の確保ができない状況�
が多くなっています。�

３）外出頻度�

　一年前と比較して外出の機会が減った人が748人
で全体の37.4％もありました。�
　生き生きと社会参加す�
る高齢者が増えていく村�
にするには、「年だから」�
と家に閉じこもらないた�
めの、高齢者の出番づく�
りも必要です。�

２）介助・介護の必要性�

　介護を受けている230人（11.5％）と介護が必要だ
が受けていない77人（3.8％）を合わせると全体の15.3
％になりました。介護�
を受ける理由の第１位�
は認知症、第２位は関�
節の病気という結果か�
ら、認知症と転倒骨折�
予防対策が急がれます。�

428人�

8億2730万円�8億2730万円�
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